
特 許 特 集

保有特許の有効活用を推進します
　都産技研の独法化後、当センターが保有する特許（登録・出
願含む）の件数は年々増加傾向にあります。その中には、企業
の皆さまにご利用いただいている特許も多数ありますが、企
業のニーズに即して技術開発を進めた研究の成果でも、企業
の製品化に利用されていない特許も存在しています。
　そこで、今年度より、（公財）東京都中小企業振興公社や

（一社）コラボ産学官などの他機関と連携し、企業の製品化に
これら未利用の特許技術を取り入れやすくする活動を開始
しました。
　ここでは、連携事業による特許流通への取り組みとともに、
各事業にて技術移転の対象となっている特許をご紹介します。
　今回ご紹介する特許に限らず、さまざまなイベントで都産
技研が保有する特許を紹介しておりますので、ぜひ皆さまの
技術開発にお役立てください。　

　これまでに都産技研で実施した基盤研究等の成果をコンパクトにまとめた「技術シーズ

集」を発行し、無料で配布しています。都産技研の技術シーズを中小企業の皆さまに知って

いただき、オーダーメード開発支援、共同研究等の支援メニューを通して事業化・製品化に

お役立てください。「技術シーズ集」は都産技研ホームページからもご覧いただけます。

特許・技術シーズ集に関するお問い合わせはこちらまで
開発本部 開発企画室 <本部>　　
TEL 03-5530-2528　FAX 03-5530-2458　E-mail kaihatsu@iri-tokyo.jp
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特 許 特 集 
　「知財活用製品化支援事業」とは、（公
財）東京都中小企業振興公社（以下、公社）
と都産技研が連携し、都産技研が保有し
ている特許や大企業（富士通（株）、NHK
他）の開放特許※の中から、中小企業が自
社製品に利用できそうな特許を実施許諾
することで、新製品の開発や製品化の促
進を目的とした事業です。
　現在、企業の交流会や技術説明会、セミ
ナーなどを通じて、都内中小企業の皆さ
まに普及活動を行っています。開放特許
の利用に際しては、公社の製品化コー
ディネーターがマッチングを行います。
　さらに、技術移転後も都産技研では共同研究などの技術支援、公社では助成金や経営相談などの経営支援と、
技術面、経営面双方からサポートを進め、短期間・低コストでの商品開発の実現を目指しています。
　今回は、知財活用製品化支援事業において公開している都産技研保有の開放特許の中から、３件をご紹介します。

※開放特許…他社企業への提供（有償）を目的として企業等が一般に公開している特許

①都内中小ニット製造業者や農業資材メーカーでの製品開発
②圃場による実証試験、量産化の検討

材料は、コスト・耐久性の面から繊維径0.05mmのステンレス糸
（SUS304）を用いて、編組織は編成効率を考慮して天竺編を採用しま
した。また、画像処理ソフトを用いて目合いの評価を行った結果、開発
品は目合い0.4mmを達成しました。

①目合い（ネット1つの目の大きさのこと）を 0.4mmまで縮小
②通気抵抗性・耐久性・光透過性が既存品を上回る

　微小害虫によって媒介される作物の病気の蔓延が近年全国的に問題となっています。低環境負荷型農業への関心も相まって、
高性能な防虫ネット（防虫性、通気性、耐久性）が求められています。こういった背景を受け、ステンレス製防虫編地の開発を行い
ました。

目合いが非常に小さく、柔軟性・通気性・耐久性に優れた金属製のネットを開発しました。必要な性能を満たすため、極細
の金属線を編成する必要があり、これを断線することなく編成するのが困難でした。給糸方法、編成速度等に工夫を施す
ことで、安定した生産が実現しました。ハウス栽培用の防虫ネットや、園芸植物の保護ネット等として、製品化を目指し
ています。また、柔軟性などの各種性能を生かした新たな用途展開も模索しておりますので、幅広い業種の方からのお問
い合わせをお待ちしています。

知財活用製品化支援事業

 
 

 

 

 

 

 
 

 

開発品 既存品

①防虫性 目合い：0.4mm相当 目合い：0.47×0.48mm

②通気性 空隙率88.8％⇒通気性優れる 空隙率62.8％⇒通気性悪い

③耐久性 目寄れ：発生しづらい
耐侯性良い：10年以上使用可能

目寄れ：発生しやすい

降雨時に水膜：通気性低下

耐侯性悪い：2～3年で張り替え

よこ編/金属繊維製（SUS304） 織物/化学繊維製（PE）

c o n t e n t s

■特集 特許特集
知財活用製品化支援事業
　微小目合いを有する農業用防虫編地
　ダイヤモンド研磨装置およびダイヤモンド研磨方法
　iPS細胞等幹細胞/フィーダー細胞の分離培養膜
産学公金連携事業
　予防医療のための運動継続を動機づける
　　バイオフィードバック型体操システム
　VOC分解菌を利用した汚染環境の浄化技術
　バルーンロボットの開発
　天然繊維を用いた金属イオン捕集材
　亜鉛めっきのクロムフリー耐食性化成処理液および化成処理皮膜
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表紙の写真
表紙の写真は、今回の特許特集で紹介してい
るそれぞれの研究成果です。①が5ページの体
操システムを活用している画面、②が7ページ
のバナナ葉部を加工した天然繊維、③が4ペー
ジのダイヤモンド研磨装置、④が3ページのス
テンレス製防虫編地です。それぞれの特許に
ついては、各ページをご覧ください。
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従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

特徴

微小目合いを有する農業用防虫編地
生活技術開発セクター＜墨田支所＞　唐木 由佑

特願2013-096087

　都産技研では、都内中小企業をはじめとした皆さ
まの製品化・事業化に役立つ技術の研究開発を行っ
ています。企業ニーズを反映したテーマや成果展開
を見据えて研究を選定し、そこから生まれた技術や
ノウハウを、学会発表等を通して公表しています。ま
た、その中から有望なものについては特許等の知的
財産権を獲得し公開しています。
　平成26年12月末現在、都産技研においては国内
外で96件の知的財産権を取得し、出願中は144件
あります。このうち27件は実施許諾をいただいてい
ます。これら都産技研の成果
技術を企業の皆さまが活用さ
れることで、製品化・事業化に
役立てられ競争力向上に貢献
できることを願っています。

開発企画室長

田中 実
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